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一
首
目
、
エ
ア
ロ
バ
イ
ク
は
自
転
車
型
の
運
動
機
器
の
商
標

名
。
運
動
不
足
の
解
消
や
気
分
転
換
に
ペ
ダ
ル
を
漕
ぐ
受
験
生
。

ス
ピ
ー
ド
感
と
そ
の
姿
勢
が
深
夜
の
「
逃
ぐ
る
姿
勢
」
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を

与
え
、
受
験
生
の
切
迫
し
た
気
分
へ
の
心
寄
せ
が
滲
む
。
二
首
目
、
自
衛

隊
の
訓
練
は
終
日
続
く
ら
し
い
。
そ
の
爆
音
は
人
間
に
も
ス
ト
レ
ス
だ
が
、

動
物
の
怯
え
を
包
み
宥
め
る
行
為
に
真
実
が
あ
り
、
直
截
で
な
く
批
評
性

が
出
た
。
三
首
目
、
下
の
句
の
素
直
な
心
情
が
魅
力
。
駅
舎
は
様
々
な
人

が
通
る
。
ハ
ン
カ
チ
の
木
は
癒
し
で
も
あ
り
希
望
に
も
見
え
た
か
。

伊
達
マ
ス
ク
何
故
か
本
音
を
隠
せ
そ
う

母
た
の
む
父
と
約
束
今
は
た
す

体
重
計
ズ
ボ
ン
吊
る
し
て
乗
っ
て
み
る

安
売
り
の
チ
ラ
シ
が
増
え
る
年
金
日

食
後
飲
む
薬
の
た
め
に
飯
を
喰
う

赤
門
を
裏
か
ら
入
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

将
棋
王
経
済
効
果
ま
っ
し
ぐ
ら

あ
な
た
と
な
ら
ス
キッ
プ
し
ち
ゃ
う
迷
い
路

バ
イ
キ
ン
グ
お
次
を
じ
ら
す
迷
い
箸

善
人
も
裏
が
あ
る
か
ら
付
き
合
え
る
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祢
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勝
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加
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英
代

木
村
つ
る
子

板
橋
神
無
月

福
島　
つ
ぐ

河
田　
達
男

エ
ア
ロ
バ
イ
ク
を
深
夜
漕
ぎ
出
す
受
験
生
一
目
散
に
逃
ぐ
る
姿
勢
に

（
八
千
代
台
南
）
桑
原　
偵
子

訓
練
機
の
空
掻
き
回
す
爆
音
に
怯
え
る
犬
を
抱
い
て
日
暮
れ
る

（
萱　
田　
町
）
三
神　
哲
也

ハ
ン
カ
チ
の
木
に
声
か
け
て
駅
舎
出
づ
「
そ
の
白
明
日
も
保
ち
て
ゐ

て
よ
」　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
千
代
台
西
）
佐
々
木
光
枝

鳴
る
瀬
ろ
の
森
に
ひ
と
き
わ
高
く
啼
く
郭
公
の
声
を
風
は
こ
び
来
る

（
大
和
田
新
田
）
諏
訪　
俊
一

夏
が
来
る
戦
後
を
語
れ
る
友
も
逝
き
な
ん
と
か
生
か
さ
る
年
金
支
給

日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
千
代
台
東
）
森
野　
豊
作

切
り
頒
け
て
食
み
て
に
ぎ
わ
い
し
家
族
ら
の
後あ
と
の
メ
ロ
ン
の
皮
の
し

ず
け
さ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
千
代
台
東
）
藤
井　
京
子

畦
道
を
髪
長
き
子
が
駆
け
て
ゆ
く
白
つ
め
草
の
冠
か
ぶ
り

（
桑　
　
　
納
）
石
上　
文
枝

又
一
人
友
が
娘
の
住
む
地
に
越
し
ぬ
半
世
紀
経
し
八
千
代
を
あ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
（
八
千
代
台
北
）
石
川　
静
子

選
評

佐
波
　
洋
子
選

タイ王国バンコク都のこども親善大使が八千代市を訪問

八千代台西小学校で創立50周年記念の
ヴァイオリンコンサート

V
ヴァイオリン

iolin B
ブ ー ケ
ouquet ～ヴァイオリンによる名曲の花束～を開催

「やっちのおうち」で隠れやっちを
探したよ

新井澄衣さんがグレンツェンピアノコンクールで金賞を受賞

　７月５日～12日、タイ王国バンコ
ク都からこども親善大使一行が来日。
　７月６日には、ターニター・プレー
ワーニット団長率いる親善大使訪問
団が本市を表敬訪問し、服部市長ら
が出迎えました。
　バンコク都と本市との交流が始ま
ってから29年目を迎える今年、訪問
団一行は、文化伝承館での茶道の体
験や石井食品㈱八千代工場での工場
見学のほか、やちよ農業交流センタ
ーでは、昨年度の八千代こども親善
大使と一緒にふれあい教室のボラン

ティアによるわら工
芸を体験しました。
　大和田小学校では、
書道や火おこしなど
を体験。お互いに歌
や踊りなども披露し
ました。また八千代
こども親善大使OB・
OGのダイラックア
ンによるウェルカム
パーティーも行われ、
ゲームや食事会を楽
しみました。

　７月７日、八千代台西小学校創立
50周年を記念し、同校の体育館で
Violin Bouquet～ヴァイオリンによる
名曲の花束～が開催されました。
　このコンサートには市内在住のヴァ
イオリニストの千

せん
秋
しゅう
佳
よしこ
子さんをはじ

め、瀬戸口昌子さん（ピア
ノ）、松本純代さん（チェロ）、
行
ゆきひら
平しらべさん（ビオラ）が出
演しました。
　コンサートでは、千秋さん
からヴァイオリン、ビオラ、
チェロの音色の違いについて
生徒たちに尋ねる場面もあ

り、生徒たちは「音の大きさが違う」、
「チェロの音が一番低い」など、積極的
に答えていました。
　最後は、七夕にちなみ千秋さんのヴ
ァイオリンに合わせ会場全体で「星に
願いを」を合唱しました。

　７月28日～８月６日、
やっちフレンドクラブの
主催で「やっちのおうち」
が開催されました。
　この催しは、市制施行
50周年記念市民企画提
案事業として開催された
もので、会場となったオ
ーエンス八千代市民ギャ
ラリー第１展示室には、
やっちいっぱいの、かわ
いいお家が登場。お家の中には、
やっちのシルエットを「隠れやっ
ち」として11か所に配置。みんな
見逃さないように隅ずみまで探し
ていました。また、折り紙や塗り

絵などのワークショップ、やっちグ
ッズの販売も行われました。
　期間中はやっちも、遊びに来て
くれた多くのお友だちとのふれあ
いを楽しみました。

　大和田西小学校３年生の新井澄
す み
衣さんが、

第９回グレンツェン
ピアノコンクール全
国大会で金賞を受
賞しました。
　新井さんは、昨年
７月23日に開催さ
れた千葉予選、その
後の東京本選、関東
地区大会を通過。
今年の６月25日に
東京都中央区の浜

離宮朝日ホールで行われた全国大会では、緊
張で手が震えたそうですが、日頃の練習で気を
つけている「一つ一つ丁寧に弾くこと」を心掛
け、課題曲「お城見物」の演奏に臨みました。
　ピアノを始めたきっかけは、１歳のときにピア
ノ教室の高崎先生が主催するリトミックサーク
ルに参加したこと。２歳６か月頃から、先生の自
宅でピアノを習い始めました。今は、学校に行
く前と夕方に毎日ピアノを練習しています。「弾
けなかった曲を全て弾けるようになったときは
嬉しい。もっと上手になりたい」と明るく話して
くれました。

や
ち
よ
情
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メ
ー
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登
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◆この欄のお問い合わせは、消費生活センターへ。受
け付けは、土曜・日曜日、祝日を除く午前８時30分～午
後５時（午後４時～５時は 483-1151へ）。市内在住の
人が対象です。企業・営利団体の利用はできません。

【あげます】 ▼瀬戸内寂聴　法話集　（カセット12巻）　

▼ワンダーコアスマート（健康器具）
【ゆずります・有料】 ▼プリンター／キャノン　PIXMA　
MP237　韓国仕様
◆市役所１階ロビーのリサイクル品情報コーナーも
ご利用ください。また、同センターでは、食品の放射
性物質検査（予約制）も行っています。▲大きなトロフィーを手に

　にっこり

市内在住か在勤の人が対象　 ▼見学日　10月28日㈯　 ▼申し込み　８月28日㈪から石井食品㈱のホームページ
のみで受け付け。コード番号「310141」で申し込みください　 ▼問い合わせ　同社工場見学担当者☎774-6769

石井食品工場見学
八千代市オリジナルツアー

▲市役所を表敬訪問した親善大使訪問団のみなさん

▲エーデルワイスやモルダウなどが演奏されました

▲隠れやっち見つかるかな

イシイのミート君


